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研究成果の概要（和文）： 

食塩感受性ダールラットを用いた試験を行い、食塩過剰摂取により生じる勃起不全（ED）につ

いて検討した。結果、「食塩過剰摂取により生じる ED の原因は高血圧のみではなく、過剰な食

塩摂取自体が ED 発症の原因の１つであること」が示された。また降圧効果のない dose の MR

拮抗剤により ED が軽減されたという結果から、「食塩過剰摂取により生じる ED には MR が関与

している」ことが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

We investigated whether salt excess itself induces erectile dysfunction (ED) independent 

of hypertension in Dahl salt-sensitive (Dahl-S) hypertensive rats. In Dahl-S hypertensive 

rats, MR antagonism without antihypertensive effect had protective effects against ED. 

Salt excess induced ED independently of hypertension. Salt excess may directly injure 

penile tissue through MR activation. 
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１．研究開始当初の背景 

食塩の過剰摂取が高血圧を引き起こす

ことは周知のことであるが、近年食塩の過剰

摂取自体が心臓や腎臓などの臓器障害を起

こすことが知られるようになってきた。これ

らの臓器障害はMineralocorticoid receptor

（MR）を介していると考えられ、アルダクト

ンやエプレレノンなどの MR 拮抗薬が臓器保

護作用を有することが報告されている。一方、

高血圧が勃起不全（Erectile dysfunction; 
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ED）の危険因子であることも周知のことであ

るが、食塩の過剰摂取が高血圧とは独立して

ED を引き起こすことは未だ報告されていな

い。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、「食塩過剰摂取が勃起

障 害 を 起 こ し 、 そ の 障 害 の 発 現 に

Mineralocorticoid receptor が関与する」こ

と示すことである。食塩過剰摂取は高血圧を

引き起こす。高血圧は ED の危険因子である

ため、食塩過剰摂取が直接 ED を発症するこ

とを示すには高血圧の影響を除外する必要

があった。 

 

３．研究の方法 

過剰食塩を投与したダールラットに降

圧効果を持たない dose の MR 拮抗剤として

Eplerenone を投与し ED 軽減効果があるかど

うかを検討した。 

6 週齢の食塩感受性雄ダールラットを、①コ

ントロール群：0.3％正常食塩食投与、②HS

群：8.0%高食塩食投与、③HS+Ep 群：8.0%高

食塩食投与＋eplerenone（50mg/kg/day）、の

3群に分けた。6週間後、電気刺激による人

工勃起誘発試験を行い、陰茎海綿体内圧

（ICP）及び平均動脈圧（MAP）を計測した。

それらの計測結果を基に ICP/MAPを算出し勃

起機能を評価した。 

 

４．研究成果 

6 週間後の収縮期血圧は、HS 群と HS+Ep

群（HS 群: 225.2 ± 4.8 mmHg; HS+Ep 群: 

232.7 ± 3.3 mmHg）がコントロール群（122.7 

± 3.6 mmHg）よりも有意に高く（p<0.01）、

HS 群と HS+Ep 群では差は認められなかった

（図 1）。 

 

《図１》 

一方、ICP/MAP は、HS 群が 0.28 ± 0.03、HS+Ep

群が 0.45 ± 0.03、で HS+Ep 群が有意に高く

（p<0.05）、勃起機能がより保たれていた（図

２）。 

《図２》 

 

HS群とHS+Ep群では同様の血圧上昇を認

めたにも関わらず、勃起機能は HS+Ep 群で保

たれていた。これらの結果から、「食塩過剰

摂取により生じる ED の原因は高血圧のみで

はなく、過剰な食塩摂取自体が ED 発症の原

因の１つであること」が示された。即ち、「食

塩過剰摂取は高血圧とは独立して ED を発症

する」と言える。また降圧効果のない dose

の MR 拮抗剤により EDが軽減されたという結

果から、「食塩過剰摂取により生じる ED には

MR が関与している」ことが示された。 

これらの結果については 14th Asia 

Pacific Society for Sexual Medicine（2013

年 5 月 31 日～6月 2日）において発表予定で



 

 

ある。 
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